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ラムでは、子ども教育学科と環境園芸学科の学生
たちが子どもとの関わり方と栽培の知識・スキル
を互いに学び合うシーンも設定されている。学部
を超えた学生たちの学び合いは、小さな大学だか
らできる大きな学びである。

3. 科研費・受託研究による研究
①　綾町受託研究・大学間コンソーシアム宮崎公
募型卒論

　担当：照屋 リネカ（4年）
遠藤ゼミでは、本学と連携協定を結ぶ綾町の

ESD推進のための教育・研究活動に取り組んでい
る。ユネスコエコパークは人間と自然が持続的に
共生する社会モデルと位置付けられ、ESDの推進
拠点としても世界的にも注目されている。また、
今回の教育要領等の見直しにより、ESDと幼児教
育・学校教育との親和性が高まったことから、地
域の保育・教育関係者のESDへの理解が深まるこ
とで保育・教育効果が向上することが期待される。
そこで本研究では、ユネスコエコパーク綾町にお
ける幼児期の食育活動に焦点を当て、保育所職員
のESDに関する意識を明らかにするとともに、綾
町内で取り組まれている食育活動をESDの観点か
ら再評価をした。この研究成果は、令和 3年度卒
業研究「照屋 リネカ：綾町における幼児期の食
育活動～ESDの観点から考える現状と課題～」と
して報告された。

②　科研費に関連する卒業研究
　担当：假屋 明日香（4年）

ニホンカモシカは国の特別天然記念物にも指定
され、宮崎の豊かな自然環境やユネスコエコパー
クの象徴といえる動物であるが、近年の調査で大
分、熊本、宮崎の 3県に生息するカモシカの数が
激減していることが明らかになった。その保護の
ための施策が各県で検討され始め、大分県で策定
されたニホンカモシカ保護管理計画のなかでは、
県民への普及活動は必要不可欠であり、学校教育
での普及も期待されている。そこで、本研究では
小学校の総合的な学習の時間に活用可能な、探究
的で教科横断的なニホンカモシカの授業プランを
検討した。研究成果の一部は、令和 3年度卒業研
究「假屋 明日香：児童の自己表現力を高める総
合的学習の提案－ニホンカモシカを題材として
－」として報告された。
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「南九州大学人間発達研究」編集規程

1．研究紀要の条項と名称
南九州大学人間発達学部は、学部の目的に沿っての教育と研究の発展を達成するために、研究報告
を発行する。研究報告の名称は「南九州大学人間発達研究」（以下、研究報告）とする。

2．研究報告編集委員会
1 　南九州大学人間発達学部は、論文等採択委員会及び研究報告編集委員会を設置する。
2　論文等採択委員会は、投票により選任された 4名の学部専任教員から構成される。
3　研究報告編集委員会は、学部専任教員から構成される。
4　原稿の採択は論文等採択委員会において審議決定する。
5　研究報告の掲載の順序、及び体裁などについては、研究報告編集委員会において決定する。

3．発行回数
研究報告は年 1回～ 2回発行する。ただし、学部の教員会議の議を経て、臨時に発行することがで
きる。

4．内容
研究報告の内容は、学部が目的とする「子どもスペシャリスト育成」に資する研究及び関連する研
究とし、他の刊行物に発表していないものに限る。投稿区分は下記の 4区分とし、他に「特集」な
ど研究報告編集委員会が認めた内容を適宜掲載することができる。

1　論文：研究の背景及び論点が明確で、客観的な根拠を基に論理的に論じられているもの
2　資料：準備的、試験的な理論的研究に関するもの。歴史資料、教育実践資料、追試試験等、新

しい装置や方法並びにそれらについての資料。
3　翻訳：著作権を厳守する手続きをとっての翻訳にすること。
4　報告：人間発達学部・各センターの記録や実践結果、その他。

5．執筆者
単著で投稿できる者は次の 1～ 4とする。
1　学部教員（専任）
2　連携学校（園）の研究員
3　本学部客員教員及び非常勤教員
4　学部を退職した名誉教授
5　学部教員の推薦を受けたもの
なお、上記以外の者で本学部教員会議が依頼したもの、及び本学部教員との共同執筆のもの。

6．執筆要項
執筆要項は別に定める。

7．その他
1  発行に要した費用の負担は執筆要項に定める。

［この規程は、令和 3年10月13日から実施する］


